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― 企業理念 ― 

地域社会に貢献し、 

地域に求められる企業を目指す 

― 社 是 ― 

儲 ・ 質 ・ 和 

下期・第 16号（平成 30年 2月発行） 

 

Vol.16 

 

エコアクション２１ 

安 全 基 本 方 針    

平成２９年  安全スローガン   

 

『一人 ひとりが考 えて行 動 し、危 険 予知活動 を基軸にした安 全 ・安 心 な職場づくり』 

『安全は一人一人が責任者  あなたの自覚が第一歩』  

 

 

 

６
月
に
開
催
さ
れ
る
安
全
大
会
に
向
け
て
、

今
回
は
過
去
の
安
全
大
会
を
振
り
返
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
ず
、
安
全
大
会
の
目
的
は
、
当
社
社
員
及

び
協
力
会
社
が
一
体
と
な
っ
て
、
労
働
災
害
防

止
の
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
さ
ら
に
深
め
、

安
全
活
動
の
実
行
を
図
る
こ
と
で
す
。 

こ
の
大
会
で
は
無
災
害
作
業
所
や
安
全
標
語

入
選
作
品
の
表
彰
、
職
場
災
害
発
生
状
況
の
報

告
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
テ
ー
マ

を
決
め
、
皆
さ
ん
の
役
に
立
つ
よ
う
な
様
々
な

内
容
を
、
講
師
の
方
を
お
招
き
し
て
講
話
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

ま
ず
は
、
過
去
の
講
話
内
容
を
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。 


 

Ｋ
Ｙ
の
安
全
に
対
す
る
大
切
さ 


 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
に
つ
い
て 


 

交
通
安
全
講
話 


 

Ｋ
Ｙ
活
動
講
話 


 

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
（
南
海
地
震
に
備
え
て
） 


 

従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
向
け
て 


 

熱
中
症
予
防
に
つ
い
て 


 

ヨ
ガ
体
操 


 

健
康
講
話 


 

整
理
・
整
頓
セ
ミ
ナ
ー 

 

 

次
に
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
記
念
品
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 


 

石
鹸
・
ボ
デ
ィ
ー
ソ
ー
プ
セ
ッ
ト 


 

3
w

a
y

マ
ル
チ
ラ
イ
ト 


 

入
浴
剤
セ
ッ
ト 


 

応
急
処
置
セ
ッ
ト 


 

シ
ャ
ン
プ
ー
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
セ
ッ
ト 


 

水
筒
（
ス
テ
ン
レ
ス
ボ
ト
ル
） 

な
ど 

安
全
は
、
仕
事
を
す
る
上
で
の
「
基
本
」
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
事
故
や
災

害
は
、
基
本
的
な
確
認
や
操
作
を
省
略
し
て
も

「
問
題
な
い
」
と
い
う
思
い
込
み
か
ら
、
思
わ
ぬ

災
害
な
ど
に
発
展
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

日
々
の
業
務
で
忙
し
い
で
す
が
、
一
人
一
人

が
気
を
抜
か
ず
、
０
災
達
成
と
い
う
悲
願
に
向

け
て
、
安
全
に
つ
い
て
省
み
、
安
全
に
対
す
る

意
識
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
こ
ん
な
内
容
の
講
話
を
聴
い
て
み
た
い
！ 

 
こ
ん
な
記
念
品
が
欲
し
い
！
な
ど
の
希

望
が
あ
れ
ば
、
み
な
さ
ん
の
意
見
を
ど
ん

ど
ん
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
！ 

次
回
の
安
全
大
会
に
向
け
、
ぜ
ひ
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！ 

ゴー・トゥイ・フォンさん グエン・ティ・トゥエンさん ファン・ティ・ホアさん 

チャン・ティ・リエンさん ファム・ティ・フォンさん チャン・ティ・フエンさん 

い
よ
い
よ
こ
の
３
月
に
、
６
人
の
ベ
ト
ナ
ム
人

実
習
生
が
ハ
ウ
ス
美
装
工
業
に
入
社
し
ま
す
。 

 

三
年
間
、
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
術
を
学
び

な
が
ら
清
掃
の
お
仕
事
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
の
間
、
い
ろ
い
ろ
な
現
場
に
行
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
作
業
所
で
一
緒
に
な
っ
た
ら
、

皆
さ
ん
も
指
導
等
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ハ
ウ
ス
美
装
工
業
の
環
境
に
早
く
慣
れ
親
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、
気
軽
に
声
を
掛
け
て
仲
良

く
し
て
く
だ
さ
い
ね
。 

十
八
年
度 

十
九
年
度 

二
十
年
度 

二
十
一
年
度 

二
十
三
年
度 

二
十
四
年
度 

二
十
五
年
度 

二
十
六
年
度 

二
十
七
年
度 

二
十
八
年
度 
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【
嫌
う
も
の
に
は
悩
ま
さ
れ
る
】 

 

 

 
表
彰
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！ 

当
社
が
所
属
し
会
長
を
務
め
る
セ
コ
ム
四

国
支
店
安
全
衛
生
協
力
会
が
、
セ
コ
ム
株
式

会
社
様
よ
り
「
二
○
一
七
年 

年
間
無
災

害
」を
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

       謝
恩
会
の
開
催 

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
四
日

（
金
）
、 

高
松
国
際
ホ
テ
ル
に
お
い
て
ハ
ウ
ス

美
装
工
業
㈱
の
謝
恩
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
年
も
協
力
会
社
や
取
引
先
等
の
常
々

当
社
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ご
来
賓
の
挨
拶
や
協
力
企
業
へ
の
感
謝
状

の
贈
呈
な
ど
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
忙
し
く
な

る
年
末
に
向
け
て
安
全
第
一
の
作
業
を
心

掛
け
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。 

【平
成
二
十
九
年 

感
謝
状 

贈
呈
】 

 

株
式
会
社 

日
本
リ
ー
ス
キ
ン 

殿 

 

 
  

平
成
三
十
年 

 

仕
事
始
め 

安
全
祈
願
祭 

一
月
四
日
（
木
）
、
屋
島
東
町
に
あ
る
成

田
山
聖
代
寺
に
お
い
て
安
全
祈
願
祭
を
執

り
行
い
ま
し
た
。
社
長
、
専
務
、
常
務
、
部
課

長
、
安
全
衛
生
委
員
の

二
十
数
名
が
出
席
し
、 

今
年
一
年
の
無
事
故
を

ご
祈
祷
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

 

新 

年 
会 

安
全
祈
願
祭
後
、
ル
ポ
ー
ル
讃
岐
に
お
い
て

ハ
ウ
ス
美
装
工
業
㈱
、
㈲
屋
島
ク
リ
ー
ン 

 

サ
ー
ビ
ス
な
ら
び
に
安
全
衛
生
協
力
会
の 

新
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
ず
初
め
に
、
社
長
よ
り
年
頭
の
挨
拶
が

あ
り
、
引
き
続
き
、
永
年
勤
続
者
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
ご
来
賓
の
祝
辞
、

平
成
二
十
九
年
の

事
業
進
捗
状
況
報

告
・
平
成
三
十
年
の

事
業
計
画
の
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  
 

永
年
勤
続
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す 

（敬
称
略
） 

ハ
ウ
ス
美
装
工
業
㈱ 

【
三
○
年 

表
彰
】 

川
邊
義
和 

 

松
岡 

勉 

【
二
十
五
年 

表
彰
】 

山
田
英
之 

【
二
〇
年 

表
彰
】 

大
原
慎
也 

 

合
田
啓
二 

 

斉
藤
康
博 

蓮
井
愛
子 

【
十
五
年 

表
彰
】 

一
本
松
静
枝 

植
田
ま
ゆ
み 

大
熊
恵
子 

尾
形
光
子 

 

香
川
定
一 

 

金
生
か
な
子 

萱
原
良
雄 

 

小
路
寿
江 

 

南
部
鏡
子 

西
野
美
津
子 

馬
場
重
貴 

【
一
〇
年 

表
彰
】 

泉
川
ト
シ
子 

植
松
義
之 

 

江
藤
み
ち
子 

沖
田
安
夫 

 

奥
村
洋
子 

 

加
賀
文
二 

近
藤
和
子 

 

佐
伯
ノ
ブ
子 

佐
々
井
タ
ツ
エ 

佐
立
ま
り
子 

佐
野
博
文 

 

竹
田
郁
子 

伊
達
廣
幸 

 

堤 

裕
介 

 

鶴
崎
計
司 

中
西 

勝 
 

西 

和
博 

 

西
岡
和
弘 

濱
垣
純
二 

 
 

松
下
春
光 

 
 

松
本
チ
ズ
子 

 

松
本
雅
之 

真
部
博
正 

 

三
木
陽
子 

 

森 

恵
美
子 

 

山
田
道
代 

山
田
壽
子 

 

吉
原
ヒ
ロ
子 

      

  

嫌
う
も
の
に
は
、
悩
ま
さ
れ
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、

苦
手
な
食
べ
物
が
多
い
と
、
会
食
な
ど
の
際
に
困
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
暑
さ
、
寒
さ
な
ど
の
天
候
気
候
を
嫌
が
る
人

も
い
る
で
し
ょ
う
。 

 
 

 

嫌
い
な
も
の
を
好
き
に
な
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
難
し

い
物
で
す
。
問
題
と
な
る
の
は
、
嫌
う
気
持
ち
自
体
が
本

人
を
悩
ま
す
原
因
で
あ
り
、
そ
の
気
持
ち
が
不
幸
を
招

く
こ
と
で
す
。 

 
 

 

悩
み
の
解
消
へ勇
気
を
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
、

嫌
う
心
を
一
つ
ひ
と
つ
取
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
嫌
い
な

対
象
へ
の
見
方
や
考
え
方
を
一
度
リ
セ
ッ
ト
し
て
、
美
点

や
長
所
に
目
を
向
け
る
努
力
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 

そ
の
際
、
掃
除
や
整
理
整
頓
を
す
る
こ
と
が
、
嫌
う

心
を
取
り
払
う
助
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
嫌
う

心
が
強
い
人
は
、
頑
固
な
汚
れ
の
清
掃
に
取
り
組
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。 

 
 

 

汚
れ
を
落
と
し
て
、
そ
の
物
本
来
の
美
し
さ
を
見
い
だ

す
こ
と
は
、
心
の
持
ち
よ
う
に
も
通
じ
ま
す
。
人
や
物
に

も
、
晴
れ
晴
れ
と
し
た
気
分
で
向
き
合
え
る
は
ず
で
す
。 

編
集
後
記 

３
月
を
迎
え
ま
し
た
が
、
寒
さ
も
ま
だ
ま
だ

厳
し
い
こ
の
季
節
。
こ
の
時
期
、
暖
房
器
具
は

必
需
品
で
す
が
、
長
時
間
部
屋
を
締
め
切
り
に

し
て
し
ま
う
と
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
高
く
な

り
、
眠
気
が
起
こ
る
等
、
体
に
良
く
な
い
状
態

に
な
る
そ
う
で
す
。
寒
さ
に
負
け
ず
、
こ
ま
め

な
換
気
で
新
鮮
な
空
気
を
取
り
入
れ
る
事
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
去
年

暮
れ
の
早
い
時
期
か
ら
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い

ま
す
。
予
防
対
策
と
し
て
の
、
う
が
い
・
手
洗

い
等
は
念
入
り
に
し
て
く
だ
さ
い
。
火
災
予
防

も
風
邪
予
防
も
、
日
頃
か
ら
の
備
え
が
大
事
で

す
。
身
体
の
予
防
も
忘
れ
ず
に
！
季
節
の
変
わ

り
目
、
体
調
等
崩
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
。 

 
 
 

次
号 

Ｖ
ｏ
ｌ
．
十
七 

 
 
 
 
 

平
成
三
十
年
八
月 

発
行
予
定 

  


